
関係各位
契約監理課

１．中間前金払制度

２．中間前金払の要件

３．認定請求の方法

　　　　　　　　　　　　要件を満たす 　　　　　　　　　　　　要件を満たさない

（３）「不認定通知書」を作成し、担当
課長名で業者に送付

（３）「中間前金払認定調書」を作成
し、担当課長名で申請業者に交付

（４）申請業者は保証会社の「保証
証書」を添えて中間前金払請求を行
う

・既に行われた工事の経費が請負代金の２分の１以上に相当すること。

（１）「中間前金払請求書【様式１】」に「工事履行報告書【様式２】」を添付
し、市の工事担当者に提出

（２）工事担当者は「工事履行報告書」「工程表」等の資料で出来高確認
　　※特に必要な場合を除き、特別の現地確認は行わない
　　　なお、疑義があるときは確認のため資料提出を求めることができる

　　　　　市発注工事の中間前金払について

１件の当初請負金額が130万円超の工事で、契約当初の前払金（請負金
額の10分の４）に加え、一定の要件を満たしている場合に、請負代金の
10分の２を追加して前払いできる制度

次の全ての要件を満たす場合

・工期の２分の１を経過していること。

・工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされて
いる作業が行われていること。


